



A study on the outcome of participatory learning in sport program
― Analyze The Young American ―
Abstract：The purpose of this study, it would be to consider the outcome of participatory learning 
in sports programs.
Research method, we conducted a questionnaire survey to students who participate in sports 
programs.
The main research results,
①　 Students had expected, challenge to new things, communication with people of other cultures, 
and performance to cooperate.
②　Students learned, challenge to new things, performance to cooperate.
③　 Students expectations and learning, in the participatory learning was found that not necessarily 
coincide.
Research agenda of the next, the pickpocket in taking into account the characteristics of the sports 
program.
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教 育 経 営 51 23.6
国 際 教 育 32 14.8
体　　　育 81 37.5






















１ 回 目 173 95.6
２ 回 目 5 2.8


































































































































N ％ N ％ N ％ N ％ N ％ N ％ N ％
新しい事へのチャレ
ンジ 
37 37.0% 18 18.0% 15 15.0% 8 8.0% 20 20.0% 2 2.0% 50 100.0
表現力を高める 13 23.2% 15 26.8% 10 17.9% 4 7.1% 14 25.0% 0 0% 91 100.0
他文化コミュニケー
ション 
32 32.3% 25 25.3% 12 12.1% 6 6.1% 21 21.2% 3 3.0% 99 100.0
新たな自己発見，気
づき 
15 37.5% 9 22.5% 4 10.0% 2 5.0% 9 22.5% 1 2.5% 40 100
協力してパフォーマ
ンスする 
47 39.2% 25 20.8% 16 13.3% 4 3.3% 26 21.7% 2 1.7% 120 100
表６　参加前の期待と参加後の成果とのクロス表 
263
係は，必ずしも対応した関係にあるわけではなく，特
に「新たな自己発見」について学習成果の期待があっ
た学生は，学習成果としては相対的に小さい関係で
あった。これは，学習成果への期待と実際の学習成果
の間にずれがある事を示唆するものであろう。
　しかし，この「期待する学習成果」と「学習後の成
果」についてのいわゆる「ギャップ」は決して悲観的
なものばかりではない。確かに，参加した学生の意見
としては，「期待していたものと違っていた」とも取
れるが，一方で想定した学習よりも多様な学習成果を
得ることができたとも解釈することができる。これ
は，講義型の一斉授業によるいわゆるこれまでの知識
獲得のプロセスにはない側面である。この「思いもよ
らない学習成果」こそが，体験型学習の特性ではない
かと考える。
　今後の課題については，学習成果としてあげられた
項目については，後に他の参加学生とのコミュニケー
ションや自分自身が振り返り学習の成果があがる項目
もある。また，その他の学習場面でも態度の変容等に
影響を与える可能性がある。プログラム直後のアン
ケートと数週間や数か月単位で間を開けた調査の必要
性は今度の検討課題である。また，今回は，参加型学
習に慣れていない学習集団を対象者としたため事前の
訓練等は行っていない。そのため今後，参加型学習を
実践する場合は，活動内容だけに固執しないような訓
練を日々の学習の中で日常的に行うことが必要である
と考えられる。
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